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Effects of Record Progress of a Long Distance on Running Form 






The term “Center of Balance” is often used in the field of long distance coaching practice. It has not clarified, 
however, what kind of change occurs in the body's center of gravity when recording progress of athletes. This 
article, thus, reports on changes of running form investigated via the motion analysis method. The results 
indicated that changes of running form along with record progress in a long distant running occurred when 
the body composition of gravity was high. It was also indicated that the migration length and time were 
shortened in the first half of support phase in which the fall of running speed is supposed to take place. 
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年齢（歳） 身長（cm） 体重(kg） 競技歴(年） ベスト記録
被験者A 17 169.0 57.0 5 16分20秒
被験者B 16 169.0 54.0 4 17分14秒
被験者C 16 166.0 48.0 4 17分16秒
平均 16.3 168.0 53.0 4.3 16分57秒












撮 影 は ２ 台 の ビ デ オ カ メ ラ （ Victor 社 製 
GR-DVL7）を使用し、200ｍトラックの 185ｍから
190ｍの地点で、幅２ｍを分析範囲として、走動作の
後方から 30 コマ/秒、露出時間 1/250 秒で撮影した。




200m 地点、1000m 地点、2000m 地点、3000m 地点、
4000m 地点、5000m 地点とし解析の対象とした。 
長距離走における記録向上が、走フォームに及ぼす影響について（是石） 
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析範囲は図 2 に示した 1 ランニングサイクルとし、1
















































3 名の被験者よる 5000m タイムトライアル走の総
合タイムを表 2 に示した。3 名の総合タイムを測定開
始時と 10 週後について比較した結果、実数値では被
験者 3 名の記録は向上していた。 
 
 





























図 4  200ｍ毎のラップタイムの比較 
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その結果、初期（測定開始時 41.1±1.6 秒、10
週後 39.2±0.7 秒），中期（測定開始時 44.7±2.1
秒、10 週後 42.3±1.8 秒），後期（測定開始時 45.4











時 94.48±0.97cm、10 週後 95.88±0.76cm），中期（測
定開始時 94.93±0.77cm、10 週後 96.52±0.64cm），



























と測定開始 10 週後で比較した。 
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0.214±0.016 秒、10 週後 0.192±0.014 秒），後期（測
定開始時 0.225±0.027 秒、10 週後 0.194±0.023 秒）
で共に有意な差は認められなかった。しかし中期（測





























被験者 3 名による測定開始時と 10 週後の、5000ｍタ
イムトライアル走の総合タイムは、実数値で向上し
























































































































手 の 競 技 力 を 反 映 し え る か ？ － isocapnic 
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